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■会長の時間         会長 坂田 師通 君 

昨日は、石井十次先生の 

１０５回目の記念日で、私も

茶臼原の墓地に参列いたしま

した。今日は、少しだけ石井

十次先生について述べたいと

思います。 

「縄の帯」の伝説で知られ

る石井十次にとって、最も苦

しかったのは「医者になる

か？それとも孤児を助ける

か？」と悩み抜いた１年半で

した。その結論として明治２２年１月１０日、医学書を

焼くという行動を行われました。私自身に置き換えて考

えてみますと、医学部の６年生で後は卒試と国試を終え

れば医師となれる時期に、全てを投げ打って孤児救済を

行うことなど、絶対に出来ません。 

その行為は「人は二人の主に仕えることはできない」

という信仰に基づいたものとされていますが、私はそこ

に武士道の「義の心」を感じます。維新前の武士の中に

は、大志を抱きつつも主君のため民のために己の大志を

諦めなければならなかった者達も多くいた筈です。石井

十次先生もそれに連なる人物だったと思うのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内村鑑三は「武士道の台木にキリスト教を接いだもの

そのものは世界最善の産物であって、これに、日本国の

みならず全世界を救う能力がある」としていますが、石

井十次先生こそ、この『接ぎ木論』を体現した人である

と思います。山路愛山は「石井君は日本精神に徹した日

本男児で、明治維新の志士たちと同じ性情の持ち主だっ

た。言う事なす事が憂国の士だった。それがキリスト教

を信仰し、いっそう滅私没我の生涯を築いた」としてい

ます。また、十次の協力者でもあった徳富蘇峰は「石井

君の人格を支えたのは２つの柱だった。１つは鉄をも溶

かす情である。１つは山をも動かす意志の力である。何

をなすにも『わたくし』というものがない」と追悼して

います。 

最近私は、石井十次先生もまた、雲の上にある大きな

青い空を見つめ、坂道を振り返ることもなく、前だけを

見つめて登って行った明治の人々の一人だったと考えて

おります。現代の私達は別の意味で大変な時代に生きて

いますが、新たな『坂の上の雲』を目指して歩き出す時

かもしれません。 

 

■幹事報告           幹事 橋口 清和 君 

＜文書案内＞ 

＊ＲＹＬＡ参加に伴うお願い 

＊奄美中央ＲＣ創立40周年記念式典のご案内 

 日時 2019年4月26日（金）16：30～ 

 

国際ロータリー第2730地区 

区 

 

高鍋ロータリークラブ 

 

会報 

 

会 長 

 

副会長 

 
幹 事 

 
例会日  毎週木曜日  １２：３０～１３：３０ 

例会場  ホテル泉屋  ２F 

 
事務所  宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋 1368－4 

 

        ホテル泉屋内 TEL/FAX 0983-21-1636 

 

坂 田 師 通  

 

 

 

 

青 木 善 明 

橋 口 清 和 

第 2055 回 平成 31 年 2 月 7 日プログラム 

 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『ロータリーの心を地域の人に届けよう』 

 

第 2730地区ガバナー   川原 篤雄 

中部分区ガバナー補佐   安田 秀一 

RIテーマ 『インスピレーションになろう』 

地区テーマ『プラスワンの考動を』 

2月の月間テーマ 

  平和と紛争予防/紛争解決月間   

７．月初めのセレモニー  

８．ＢＯＸ披露 

９. 委員会報告 

10．次週例会案内 

11．点  鐘 

12. 

 

  

 

   

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  

＊月初めのセレモニー   ＊米山ランチ BOX 

＊新入会員入会式     ＊会員卓話 

＊雑誌紹介＆クラブ研修  ＊終了後理事会  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

次週例会案内；2月 14日（2056回） 

＊血圧測定 

＊外部卓話―川田新郎様 

＊例会終了後プログラム委員会 

     

第 2054回 例会内容（1/31） 

 

 

 

 



＊志布志みなとＲＣ創立20周 

年式典のご案内 

 日時 2019年5月18日 

    15：00～ 

＊ガバナー補佐例会訪問の件 

＊高鍋高校ラグビー部特別後援 

会よりお礼状 

＊児湯準看護学校の卒業式案内 

日時 平成31年3月1日 

    14時～ 

場所 児湯準看護学校 

 

■会員卓話             木浦 亨英 君 

そもそも木浦精米所は曾祖

父が昭和初期に創業し、終戦

後再開したのは昭和 23 年頃

曾祖母と祖父の弟(大叔父)が

精米所再開、その後祖父、そ

して父へとつながり私で 4代

目となる。 

私が帰郷するきっかけにな

ったのは弟に促されて帰郷し

た容になる。その年にがんが見つかる。 

今振り返れば帰郷のきっかけを作った弟は恩人。 

36 歳の時に黒木本店様が購入する麹用のコメを納入す

ることになる。地元の業者に越したことはないというこ

とで。一括して受注させていただくことになる。 

気温が上がる5､6月ころになってくると、穀物につく特

有の虫や異物混入にどこの米屋も悩ます問題に直面する。 

 弊社もこの問題に直面していた。 

衛生面に関しては、食品を扱う業者として非常に脆弱で

死活問題となりうる可能性があった。問題を解消するた

め設備投資と新規雇用を行う。 

設備投資を行った結果がすぐに現れる。 

1.衛生面の改善 

2.生産量の大幅UP 

3.新規顧客の獲得 

4.一人一人の作業負担の軽減 

 

 

 

   

会員卓話        西中面接報告 

三原元季君        藤本範行君 

 

 

■ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 長谷川 修身君 

＜ニコニコ・財団・米山 BOX＞ 

【坂田師通君】三原君、木浦君 

本日の卓話よろしくお願い 

します。 

 

 

 

 

 

■出席報告         出席委員 横山 隆 君 

 

（1/31）               

正 会 員 総 数 42名 

出 席 会 員 数 30名 

ホーム出席率 73.17％ 

修正出席率 85.36％ 

 

 

 

   

  

四つのテスト  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

  

 

  

『メ－クアップしましょう』  

県内近隣クラブメ－クアップ会場 

出席委員会 

月 

宮崎南 宮崎観光ホテル西館8階 

宮崎東 ニューウェルシティー宮崎 

延岡東 ガーデンベルｽﾞ延岡 

火 

日向東 はまぐり荘 

宮崎 宮崎観光ホテル 

西都 あかのや 

都城北 都城ロイヤルホテル 

水 

日向中央 はまぐり荘 

延岡 ホテルメリージュ延岡 

宮崎北 ホテルマリックス 

都城西 ホテル中山荘 

佐土原 ワールドコンペンションセンターサミット 

木 
宮崎中央 ワールドコンペンションセンターサミット 

都城中央 都城大丸 

金 
宮崎西 宮崎観光ホテル 

都城 メインホテルナカムラ 

 

 

 

 

 


